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非行を防ぐために何ができるか
徳島県・美馬小学校・６年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はらだ),原田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こう),紘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たろう),太朗)
（本文）
ぼくの母は、今年から子ども食堂を始めました。月に三回、高校生以下の子どもに昼食を無料で提供するという活動です。また、子ども食堂の前後の時間は、遊んだり勉強したりする子ども教室も開いています。夏には、三才から十八歳までのオリエンテーションのイベントがあり、ぼくも参加して楽しみました。
ぼくは、母になぜこのような活動を始めたのかを聞いてみました。母は、これまで中学校の教師として働く中で、間違った行いをしてしまう生徒達と出会ってきたこと、その原因の多くは心に不安や悲しさ、さみしさ、腹立たしさを発散する方法や場所がなかったからということ、そして母はその生徒達にもっと何かできなかったかとずっと考えていたこと、などを話してくれました。
ぼくは、人が非行にはしるのは、非行をしてしまう人自身に問題があると思っていました。でも、母の話を聞いて、そうではないのかもしれないと考え直しました。家庭内で暴力をふるわれている子がいるとします。その子は、怖かったり親のことを思ったりして学校の先生や友達に話すことができないかもしれません。そうすると、その子はそれをたった一人でかかえこんでしまいます。その結果心に傷をおって人生に嫌気がさし、非行にはしってしまうかもしれません。家庭内だけではありません。友達にいじめられたから、友達に命令されたから、という理由で非行にはしる人もいるかもしれません。もし、ぼくも家で毎日嫌なことがあったら、深夜まで外出していると思います。
ぼくたちは、お互いの非行を防ぐために何ができるのでしょうか。
ぼくの学校の児童会目標は、「笑顔で助け合い一生けん命頑張ろう！」です。やはり、非行を防ぐのにも「笑顔」や「助け合い」が大切だと思います。母の活動を見ていて、学校でも、社会でも同じだと気付きました。母の団体のスタッフもみんな笑顔で子どもに接しています。ぼくも、嫌なことがあってもまわりの笑顔で救われたことがあります。仲間と助け合えるからできることもたくさんあります。何もなくて誰もいなくて、一人で一生けん命がんばるのは無理なので、しんどい時はまわりに相談したり、たよることも必要だなと感じます。
母の団体「つなぐ」は、まだ規模は小さいですが、美馬市や美馬市周辺の会社や個人の皆さんに活動や資金の援助をしてもらっていて、その輪が少しずつ広がっています。子ども達を地域全体で見守り、子どもも大人もこの活動を楽しみ、みんなの居場所をつくることが目標だそうです。高校生からボランティアのメンバーとして活動に参加できるので、ぼくも高校生になったら小さい子ども達のために活動したいと思います。
今、ぼくができることは、仲間の心に寄りそい、はげまし合ったり時には厳しく注意し合ったりしていくことだと改めて思いました。

法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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